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活動記録

 

１．令和３年度

（ ）調査票調査のプロセス

「地域生活とコミュニティに関する調査」は、郵送調査として実施した。まず調査目的

にあった調査対象や調査方法などの基本的な調査の概要を決めるところからはじめ、調査

票の印刷、発送作業、調査票の回収、データ入力、集計・分析を経たのち、結果の公表を

おこなうという流れである。調査のプロセスのうち調査票の印刷からデータ入力、集計ま

でを調査会社に委託するケースも多いが、今回の調査はスケジュールや予算上の制約もあ

り、データ入力以外の事務は研究所でおこなった。 

 

（ ）「地域生活とコミュニティに関する調査」の主な事務

「地域生活とコミュニティに関する調査」の主な事務は表 1 のとおりである。後述する

研究会や所内会議において、プロジェクトメンバーで各事務の進捗状況について報告し、

漏れがないか確認しながら進めた。事務はせたがや自治政策研究所が過去に実施した「地

域の生活課題と住民力に関する調査’09」（2009）や「家族・結婚・ライフスタイルに関す

る調査」（2016）を参考とした。なお発送作業のうち封入・封かん作業はチーム☺すまいる1

に委託した。 

表 「地域生活とコミュニティに関する調査」の主な事務

プロセス 主な事務

調査の企画 調査の企画

調査票の作成 参考調査の収集

調査票の質問項目検討

プリテスト

調査票の印刷 調査票の作成・印刷

調査依頼文の作成・印刷

お礼はがきの作成・印刷

サンプリング

対象者名簿の作成

無作為抽出依頼

発送作業 宛名ラベルの作成・印刷

送付用封筒の作成・印刷

料金受取人払承認手続き（郵便局）

返信用封筒の作成・印刷

                                                        
障害者地域生活課に所属している障害のある方のチームで、世田谷区の新たな障害者雇用の取り組み

「世田谷区チャレンジ雇用」として 年よりスタートした事業である。
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粗品（ボールペン等）の購入

封入・封かん

問い合わせ用 Q&A 作成

調査の実施について HP に掲載

発送

催促状の送付 お礼状の作成・印刷・宛名ラベル貼り

調査票の回収 調査票の回収・開封・ナンバリング

エディティング 、コーデ

ィング 、データ入力

コードブック作成

調査会社入力委託

自由記入欄の入力

エラーチェック エラーチェック

集計・分析 集計・分析

結果の公表 HP 掲載

報告書の執筆

 

（ ）「地域生活とコミュニティに関する調査」の全体スケジュール

「地域生活とコミュニティに関する調査」は、オリンピック期間を避け、調査期間を 2021

年 7 月 2 日（金）から 7 月 21 日（水）までとし、調査期間にあわせてスケジュールを設定

した。7 月 2 日（金）の調査票発送、7 月 14 日（水）のお礼状発送、9 月 15 日の速報値公

表から遡って、2021 年 1 月から研究会を開催し、調査の企画、調査票の検討をはじめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 郵送物一式

※左から返信用封筒、依頼状、調査票、ボールペン、OPP 袋 

                                                        
回収した調査票をチェックし、有効票と無効票を区別したり、回答ミスを可能な限りで修正する作業の

ことをいう（せたがや自治政策研究所 2021）。
回答をデータ入力できるように数値化する作業のこと。択一式の質問の場合、選択肢の数字がそのまま

コードになる（せたがや自治政策研究所 2021）。
データ入力後にエラーがないか確認し、データをきれいにする（データクリーニング作業）をすること

（せたがや自治政策研究所 2021）。 
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（４）研究会の開催

主任研究員、特別研究員、政策研究員のプロジェクトメンバーに加えて研究所次長（政

策研究・調査課長）が参加する研究会を毎月 1 回開催した。なお、政策研究員は、2021 年

１月から引き続き小山弘美氏（関東学院大学社会学部准教授）に委嘱した。 

研究会では、調査企画や調査票の検討、実査に向けた準備、エディティングやデータク

リーニングに関する協議、単純集計結果の検討をおこなった。各研究会の議題と資料は表 2

のとおりである。 

 

表 各研究会の議題と資料

回数 開催日 主な議題

第 回 調査企画及び調査スケジュールについて

参考調査について

調査データの取扱い等について

第 回 調査企画（案）について

調査票（案）について

第 回 調査票（案）について

来年度スケジュールほか

第 回 調査票（案）について

依頼文、お礼状（案）について

第 回 経過報告について

第 回 今後のスケジュールについて

第 回 経過報告

今後のスケジュールについて

第 回 速報値について

中間報告会について

庁内オープンゼミについて

第 回 データクリーニングの状況について

教育目的によるデータの利用について

庁内オープンゼミについて

 庁内オープンゼミ

「地域生活とコミュニティに関する調査」について

報告

第 回 研究報告（案）について
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由記述欄について

成果報告会について

来年度以降の研究の進め方について

 

２．令和４年度

（１）データ分析

昨年度実施した調査のデータ分析を進めるとともに、平成 21 年度（2009 年度）に実施

した「地域の生活課題と住民力に関する調査’09」の再分析をおこなった。主な結果は、

「せたがや自治政策 vol.15」で紹介している。 

 

（２）研究会の開催

データ分析をプロジェクトメンバーでディスカッションしながら進めるために、1 ヶ月

から 2 ヶ月に 1 回の頻度で研究会を実施した（表３）。 

 

表３ 研究会の開催日と内容

回数 開催日 主な議題

第 回 データ分析方針の検討

第 回 社会的接触についての基礎的分析

第 回 サポート期待に関する分析

第 回 分析結果の進捗報告

第 回 区民公開セミナーにおける報告内容の検討

第 回 区民公開セミナー研究成果報告資料の検討

第 回 研究活動報告会における報告内容の検討

第 回 来年度の研究会の進め方の検討

 

（３）区民公開セミナーにおける研究報告

当研究所が令和 4 年 11 月 26 日に開催した区民公開セミナー「コロナ禍における『つな

がり』を考える——みんなで考える地域社会の未来」にて、研究報告をおこなった。研究報

告は 3 つの報告から構成され、報告全体のタイトルは「『地域生活とコミュニティに関する
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調査』にみる孤立・孤独と地域社会」とした（図 1）。 

第 1 報告の「『地域生活とコミュニティに関する調査』調査概要」（古賀奈穂主任研究員・

当時）では、調査概要を紹介するとともに、在宅勤務経験などコロナ禍における区民生活

の変化についてデータにもとづいて説明した。第 2 報告の「地域社会からみた『つながり』

——地域参加の状況変化をつかむ」（小山弘美政策研究員）では、昨年度の調査と 2009 年に

当研究所が実施した調査の結果を比較し、地域活動への参加や地域活動団体への加入が軒

並み低下していること、一方で、新しい地域参加の萌芽が見られ、区民が参加する地域活

動のタイプが変わりつつある可能性が示された。第 3 報告の「個人からみた『つながり』

——世田谷区における孤立・孤独の現状——」（金澤良太特別研究員・当時）では、孤立・孤独

という観点からデータを分析し、区民の社会的ネットワークの変化は、コロナ禍による影

響があるものの、中長期的な変化として捉えるべきであることを指摘した。また、先行研

究と同様に、孤立傾向は男性・高齢層、孤独傾向は女性・若年層に見出すことができるこ

とを確認した。これら 3 つの報告と小山政策研究員がパネリストとして参加したパネルデ

ィスカッションとを通して、当研究所の研究成果を広く区民と共有することができた。 

 

 

図 研究報告のタイトルスライド

 

（４）データ公開に関する作業

2000 年代以降、二次分析5の用に供することを目的とした量的社会調査の個票データ6の

公開が、広くおこなわれるようになっている。本プロジェクトでは、社会調査データを区

                                                        
「二次分析とは、ある社会調査データに対して、調査関係者がすでに行った分析（一次分析）とは異な

る視点あるいは手法による分析を加え、新規な知見を導こうとする行為をいう。二次分析においては一般

に、分析者はみずから調査を計画・実施するのではなく、第三者（研究者、研究機関など）によって収集・

公開された既存の調査データを用いる。」（境家 2014: 734）
個票データとは、調査票に記入された回答が 1 票ずつ入力された状態の——すなわち、何らかの集計が施

される前の——データのことである。個票データは、ローデータ（生データ、raw data）やミクロデータと

も呼ばれる。

『地域生活とコミュニティに関する調査』
にみる孤立・孤独と地域社会

せたがや自治政策研究所

令和４年度せたがや自治政策研究所区民公開セミナー
コロナ禍における「つながり」を考える
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民や外部研究者が多様な視点で二次分析をすることができるよう、一定のルールのもとで

個票データの公開をするための準備を進めている。そこで、令和４年度は「せたがや自治

政策研究所調査データ利用に関する規定」を定めた。これにもとづいて、プロジェクト全

体の研究成果を取りまとめた後に、個票データの公開をする予定である。 
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３．令和５年度

（１）研究会の開催

報告書の作成にあたり、1 ヶ月から 2 ヶ月に 1 回の頻度で研究会を実施した（表 4）。研

究会の参加者は、プロジェクトメンバー（政策研究員、主任研究員、特別研究員）と研究

所次長である。なお、政策研究員は、昨年度から引き続き小山弘美氏（関東学院大学社会

学部准教授）に委嘱した。また、金澤良太氏（東洋大学社会学部・元せたがや自治政策研

究所特別研究員）を有識者として研究会に招き、報告書作成についての協力を得た。 

 

表 研究会の開催日と内容

回数 開催日 主な議題

第 回

調査研究報告書の構成について

発行スケジュールについて

中間報告会に向けて

次年度以降の調査研究内容及びスケジュールにつ

いて

調査研究報告書の内容検討

第 回

第 回

第 回

第 回

第 回

第 回

注：本稿執筆時点まで 

 

 

 

【文献】

せたがや自治政策研究所， 「Newsletter 27 号 2021 年 1 月号」

せたがや自治政策研究所， 「Newsletter 28 号 2021 年 2 月号」

境家史郎 2014 「二次分析」社会調査協会編『社会調査事典』丸善出版  734
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郵送調査の回収率を向上するための常とう手段

として、督促ハガキの送付があります。通常は調査期

間の中盤、もしくは返送期限の1週間前ぐらいのタイ

ミングで、調査への協力を重ねてお願いするハガキ

を送付します。督促ハガキを複数回送付している調

査事例もありますが、ごく少数です。

督促ハガキは、調査対象者の注意を再度調査に向

けてもらうことを目的としているので、回収率への効

果という点でいうと、文面はあまり関係がないとも言

われています。とはいえ、やはりハガキを読んだ人の

気分を害さないような文面にする必要があります。

また、無記名で回答してもらっている場合、誰から返

送があったのか分からないので、調査対象者全員に

ハガキを送ることになります。つまり、すでに回答を

終えた人にもハガキが届くわけです。以上のような

事情から、督促ではあるのですが、〈督促感を薄める〉

ことが求められます。

今回、われわれがおこなった調査で用いた督促ハ

ガキ（図1）では、タイトルに「お願い」などの表現を用

いず、「……調査を実施しています」とし、本文はお礼

から始めています。また、全員にハガキを送付してい

るという点については、四角で囲って強調していま

す。これら表現上の工夫が功を奏したのか、ハガキ送

付後に問い合わせが急増するということはありませ

んでした。だからといって、ハガキに意味がなかった

ということではなく、各日の回収数を見る限り、ハガ

キの効果があったと考えてよいでしょう（図2）。

図１ 督促ハガキの裏面

問い合わせがたくさん来たら嫌だな…」と面倒く

さがらずに、回収率向上の努力を着実に実施してい

くことが大切です。問い合わせが来たら、むしろチャ

ンスだと思うべきです。というのは、固い信念をもっ

て調査を拒否したいという人を除いて、問い合わせ

の電話をしてくれるような人は、こちらが誠意をもっ

て対応すれば、最初は刺々しくてもほとんどの場合

は納得し、調査に回答することを約束してくれるから

です。

社会調査マスターへの道 ③督促ハガキについて
特別研究員 金澤 良太

実践編

-3-

図２ 回収数と回収率（8月16日現在）

注1． 調査票の発送は2回に分けて行った（7月2日：1458件、7月5日：1042件）
注2． 督促ハガキは7月14日に調査対象者全員へ発送した。
注3． 返送期限は7月21日とした。
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